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１ 千葉県農林水産業振興計画について 

（１）産地活性化の促進と戦略的連携による力強

い産地づくり 

加工・業務需要などの大口需要に対応するため、

（公社）千葉県園芸協会を核に関係者が緊密に連

携する「オール千葉」体制で、国内外産地に打ち

勝てる力強い産地づくりに取組ます。 

 多様なマーケット需要に対応できる競争力

ある産地づくり  など 

（２）高収益型園芸農業への転換 

園芸ハウスや省力機械等の導入による規模拡大、

梨の改植による生産力向上及び集出荷貯蔵施設の

整備による流通体制を強化するとともに、新たな

販路の拡大により、高収益型園芸農業への転換を

図ります。 

 高品質・安定生産、高収益型園芸農業を目指

した施設化の推進 

 露地野菜を中心とした機械化等による経営

規模拡大の推進 

 集出荷貯蔵施設の高度化・大型化の推進によ

る産地流通体制の強化  など 

２ 平成２８年度の主な園芸振興施策について 

（１）ちばの園芸産地活性化支援事業 

（予算額：25,000千円） 

本県主要の園芸７品目（ねぎ、にんじん、トマ

ト、さつまいも、だいこん、キャベツ、きゅうり）

について、（公社）千葉県園芸協会を中心とした規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格の統一化や出荷時期の調整などの産地間連携の

取組を進めてまいります。 

（２）新「輝け！ちばの園芸」産地整備支援事業 

（予算額：300,000千円） 

園芸産出額全国第１位の奪還を目指して、県内

園芸産地の生産力を強化・拡大するため、ハウス

等の施設整備や省力化機械等の導入、老朽化した 

温室等の改修を支援します。 

（３）園芸産地競争力強化総合対策事業 

（予算額：882,000千円） 

県内園芸産地の競争力を強化するため、省力化・

低コスト化のための大規模な出荷施設や栽培施設

の整備などを支援し、園芸農業の発展を目指しま

す。 

（４）園芸施設省エネルギー化推進事業 

（予算額：11,000千円） 

冬期加温に使用される燃油価格の高騰の影響を

受けにくい経営構造への転換を図るため、省エネ

ルギー設備の導入を支援します。 

（５）千葉県産地パワーアップ事業 

（予算額：120,000千円の内数） 

農業の国際競争力を強化するため、生産コスト

の低減や高付加価値化、高収益作物への転換など

の産地営農戦略「産地パワーアップ計画」に基づ

き、意欲ある農業者等が行う機械・施設の導入や

果樹の改植等の取組を支援します。 

千葉県農林水産部生産振興課 

課 長  冨 塚 浩 一 

園芸産出額全国第１位の奪還に向けた 
「力強い産地づくり」の推進について 

平成２６年の本県園芸産出額は１，９６７億円で、県農業産出額の約半分を占める重要な部門ですが、

平成１０年をピークに減少傾向にあり、前年から順位を一つ下げて、全国３位となっています。 

県では、「千葉県農林水産業振興計画」に盛り込んだ各種施策を積極的に進めることで、「園芸産出額

全国第１位」の奪還に向け、園芸農業の生産・販売力を強化してまいります。 
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１ ＪＡ長生ねぎ協議会について 

ＪＡ長生ねぎ協議会は、①本納蔬菜部②茂原

出荷組合③長生村露地野菜出荷組合④長柄町葱

生産組合⑤白子町露地野菜組合の 5 組織で構成

されている。会員数は 114名。 

２ 産地の状況 

長生地区は秋冬ねぎの産地だが、生産者の高

齢化が進み栽培面積・出荷量が減少していた。さ

らに、ＪＡ長生ねぎ協議会の会員数、栽培面積も

年々減少傾向となっていた。平成 23年に実施し

たアンケート調査によると、会員数は今後 5 年

間で半減すると予想され、現状のままでは、栽培

面積・出荷量も半減し産地維持が困難な状況と

なることが予想された。 

３ 産地の取り組み 

現状では、将来的に歴史のある長生ねぎ産地

が無くなってしまうという危機感から、平成 24

年長生ねぎ協議会を中心に、生産者全員参加型

の「長生ねぎの今後を考える会」を開催し、産地

の将来方向について協議した。結果、「生産・調

製に関する課題を最優先し産地維持を行うこと」

さらに平成 26年には「3年後年間 40万ケース出

荷」を目標に掲げた。 

４ 産地の具体的取組 

目標『3 年後年間 40 万ケース』を達成するた

め具体的な対策として、①単収増加対策、②面積

拡大対策、③担い手の確保対策、④販売力強化対

策を掲げ重点的に取り組むこととした。 

（１）単収増加対策 

①大規模機械化経営体の育成を目標に、県単事

業を利用し省力化機械の推進を行っている。

また、みのる定植機の導入によりセル苗定植

も年々増加している。 

（２）面積拡大対策 

①ソフィ、ベストロボ等収穫調製の省力化機 

 

 

 

 

 

 

 

械導入による面積拡大を目指している。 

②県単事業の活用により、ＪＡ長生ねぎ協議会

出荷調製施設を本格稼働し、生産者の出荷調製

労力軽減による

面積拡大を目指

している。 

③夏ねぎトンネル

栽培等を導入

し、周年栽培体

系の確立による

面積拡大を目指

している。 

（３）担い手の確保対策 

①広報誌の活用、初心者向け栽培講習会の開催、

定期的な巡回指導の実施等による若手生産者

を中心に長ねぎ栽培の推進を行うことで、担

い手の確保を目指している。 

②初心者向け講習会の開催。 

③定年帰農者、新規生産者の募集。 

（４）販売力強化対策 

①周年出荷による安定的な供給を目指す。 

②各販売先の要望

に応えられる商

品作り。 

③実需と連携した

「業務加工用ね

ぎ」の安定供給。 

④値決め、契約販

売の充実。 

     

５ 今後の取り組み 

このような取り組みを行った結果、年々面積

も増加し、新規ねぎ栽培者も増加した。今後も現

在の取り組みを継続し、産地発展を目指す。 

初心者向け栽培講習会 

ねぎ出荷調製施設 

長生農業協同組合 農産園芸部  川城 茂樹 

頑張る産地 

 「ＪＡ長生ねぎ協議会」の取り組みについて 

長ねぎの産地である長生地区は、20数年前には 70万ケース（1ケース 5㎏）以上を出荷する全国的に

も指折りの、歴史ある産地でした。現在は高齢化に伴う担い手不足や面積減少により、産地の維持が困

難な状況となっています。そこで、「ＪＡ長生ねぎ協議会」を中心に産地活性化に取り組み、生産力・販

売力を高め、若手ねぎ栽培者への支援や担い手育成を行うことで、産地の維持・発展を目指しています。 
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当協会と県農業資材商業会・日本種苗協会千葉県支部・県トマト協議会・千葉県は、２月２３日、   

長生村にある当協会の種苗センターで本年度２回目の技術展示会を開催しました。 

 当日は、トマトをテーマとした技術展示で、資材メーカーなど４１社が参加し、品種の紹介をはじめ、

高品質生産に向けたハウス内の温度・湿度・光・二酸化炭素の環境制御につなげる技術など、様々な  

ブースが所狭しと展示されました。 

 全国第４位のトマト主産県であることから、

県内各所から生産農家をはじめ、ＪＡさらには

関係機関・団体の職員の方など、約２００名が

参加し、賑やかな展示会となりました。 

また、種苗センターの本館では、研修会も同時

に開催され、会場は満席となり、「大規模施設園

芸における生産管理システムの構築」・「ヨーロッ

パのトマト生産の現状」のほか、展示内容などを

紹介され、参加者は講師にたくさんの質問をする

など、非常に有意義な展示会となりました。 

 

 

 

 

 

世界２０の国と地域から参加がある世界最大級の蘭の祭典「世界らん展日本大賞 ２０１６」が２月

１３日（土）から２月１９日（金）までの７日間、東京ドームで開催されました。 

 この催しは、国内外の蘭愛好家や生産者が情報を交換する場であるとともに、一般の方に蘭に親しん

でもらうため開催され、今年で２６回目を迎えました。 

千葉県洋らん生産者組合では、本県産の洋らんの素晴らしさをＰＲするため、毎年ディスプレイ審査

部門に出展しています。前年に最優秀賞を受賞

し、期待のかかる今年は、関谷展示委員長を中

心に、組合員が大切に栽培した蘭をふんだんに

使って２日間かけて展示を行いました。展示  

テーマ「蘭の滝(Orchid Falls)」の名のとおり、

滝を配して自然味あふれる展示となり、優良賞

を受賞しました。 

 開催期間中は、多くの来場者が当組合の展示

の前で記念撮影する様子が見られ、千葉の洋ら

んの魅力を感じていただけたと思います。 

 

公益社団法人 千葉県園芸協会 産地振興部 

トマトをテーマに 第２回「ちばの園芸」技術展示会を開催しました 

「世界らん展日本大賞２０１６」を終えて 

千葉県洋らん生産者組合 

優良賞「蘭の滝(Orchid Falls)」の前で 


